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■夏の風物詩「すいか」の出荷始まる

■「米の新たな価値へ」
JAきたそらち産ライスレジン米袋を製作しました
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　5月27日、雨竜町で新嘗祭献穀田 御田植祭が行われました★
強風の中、６人の早乙女（雨竜小学校６年生４名、当JA職員２名）が丁寧に苗を植えました♪

➡記事の詳細は8ページ

JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！

ホームページ
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　6月9日、ȩǰビーȜーȫ࢟がཎࣉのྚݱすいか「マȀーȜーȫ」がИЈᒵƞǕた。Ɯの日は、きたƦら

ちマȀーȜーȫ生ငኵӳᲢ˱々ஙͤɟኵӳᧈᲣの᭘田ᑷ૟ƞǜᲢᩋᇕထᲣが�ྚから4ྚλりᚘ1�Ǳースを

Јᒵした。

　ʻ年はஔୌの低ภが影響しないか࣎ᣐしていたが、ИЈᒵはମ年とӷ日で、ኄ度は12.4度とЈᒵؕแを

฼たしたものが持ちᡂまǕた。

　᭘田ƞǜのᧈဏ�૟大ƞǜは、「ବέのͅټがफく

低ภがዓいたƜとでሥྸにはᒊіしたが、݊ଡ଼ࠀが

大きかったƜとで࿿ǈのࢍいすいかになりました！」

と笑顔でᛅす。

　ӷ生ငኵӳはʻ年89.�Cに作˄けしており、ʻ

年は約4ҘǱースをЈᒵし、約1Ҙ1ႊɢόの٥上

げをᙸᡂǉ。Јᒵは1�月ɶକまでዓく。

夏の風物詩「スイカ」の
出荷始まる
夏の風物詩「スイカ」の
出荷始まる

ИЈᒵした᭘田ᑷ૟ƞǜのᧈဏ�૟大ƞǜᲢ߼ᇢᲣ

ϚμʔϘʔϧϚμʔϘʔϧ

6月12日、҅ᇕထཎငの果Ꮉが᰾色い「ƻまわりすいか」がИЈᒵƞǕた。Ɯの日は、ƻまわりす

いかኵӳのบ᢬̢঺ኵӳᧈ、ʟ᱾͒፯ƞǜ、னஜΰᘽƞǜ、ᲢఇᲣ高田の4ˑが�ྚから6ྚλりᚘ28Ǳー

スをЈᒵした。ʻ年はൢภがܭܤƤƣბ果଺஖の日ༀɧឱもあり、ମ年より2日᡿ǕのЈᒵとなったが

ኄ度は12度と࿿ƞҗЎのすいかが持ちᡂまǕた。

　บ᢬ኵӳᧈは、「ٸภが低い日がዓきᡈ年でɟ

ဪとᚕっていいǄどሥྸにᒊіした年になった

が、݊ଡ଼のࠀが大きかったためʻ年もኄ度の高い

すいかとなった。リȔーターにग़ƞǕてきたƻま

わりすいかをʻ年もٶくの૾に᫢ǂていただきた

い」とᛅす。

　ЈᒵのȔーǯは6月下କから8月下କまでዓき、

約1ɢ7ҘǱースをЈᒵし、約�Ҙɢόの٥上を

ᙸᡂǉ。
ИЈᒵしたบ᢬ኵӳᧈᲢࢸЗɶځᲣ、ʟ᱾͒፯ƞǜᲢࢸЗ߼から2人ႸᲣ、

னஜΰᘽƞǜᲢЭЗ߼ᇢᲣ、高田ᬮ೔ƞǜᲢࢸЗӫᇢᲣ

๺ཽͻ·ΘΓ͍͔͢๺ཽͻ·ΘΓ͍͔͢
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　青果部の᣼ᓔᨼЈᒵ施設では、ዓ々とକの᣼ᓔのЈᒵがڼまっている。ʻ年は、Ჯ月のൢ

ภが࠯年にൔǂて�.�é高く、日ༀ଺間も116％とٶいなどͅټにऔまǕた。しかし、ஔ

ୌはൢภが低くኺᢅし生Ꮛはᒉ࠮ዼॸൢԛとなったが、生ငᎍの肥ؔሥྸ等によりԼឋのᑣいものがЈᒵƞ

Ǖている。

　なお、「Ꮩ࿧・ǰリーンȔーマン」は、深川ࠊᢊのᬜ「ȩイスȩンȉƾかがわ」ᠾငཋႺ٥所「eciR」で

もᝤ٥している。

�【青果ᛢ　川ஜ】

きゅうり
　�月26日より、きǎうり

のЈᒵがڼまった。Ɯの日は、

きたƦらちᏙ࿧生ငኵӳᲢஜ

ແ̲ʚኵӳᧈᲣの˱ᕲマリǢ

ジǧンママーșȩƞǜᲢ᪦൶

ࠁғᲣと東原૎ᨺƞǜᲢɟע

ғᲣが5から.ǵイǺᚘ29Ǳース、14�MIをע

Јᒵした。4月下କ᪭からܭౡを᧏ڼ。ʻ年はܭౡ

ஔୌのൢภが低かったƜともありମ年よりᲫ日、ࢸ

᡿いЈᒵとなった。

　ӷ生ငኵӳではʻ年度、約11JCに作˄し、約

��ɢǱースのЈᒵ、�Εόの٥上をᙸᡂǉ。28

日からは、σ選作業もڼまり、8ᙹ఍にЎけ、ɼに

1ረ�MIで஝ࠤや名Ӟދのࠊ場をɶ࣎にЈᒵする。

グリーンピーマン
6月9日より、ǰリーンȔーマンのЈᒵがڼま

った。Ɯの日は、きたƦらちȔーマン生ငኵӳᲢ৵

᣼ՋʍኵӳᧈᲣのఇࡸ会社ɤ᜿ᠾטᲢ᪦൶עғᲣ

より᳇から.ǵイǺᚘ14Ǳース、�9ɘをЈᒵ

した。ମ年より1日᡿いИЈᒵとなった。

　当ငעのȔーマンは「Ȕǯシー」というԼᆔで、

果Ꮉはややҽめで໓めても᫢ज़がᑣく、˂のȔー

マンにൔǂᒊԛ঺ЎᲢǯǨȫシトリンᲣがݲなく

にも᫢ǂやすい̓܇

Լᆔとなっている。

஝ࠤ・ଖ川・๚川の

場ǁ向けて1�月ࠊ

下କまでЈᒵがዓ

く。

夏秋苺
6月16日より、ٰᅸᒑのЈᒵがڼまった。ٰ

ᅸᒑはɼにǱーǭ用としてᝤ٥ƞǕるが、ɟ部生

᫢用でもᝤ٥する。Ɯの日は、きたƦらちᒑ生င

ኵӳᲢߘރᨻɟኵӳᧈᲣの޽田ᆖ実ƞǜᲢ᪦൶עғᲣ

が、約�MIをЈᒵした。

　ʻࢸはࢹ々にЈᒵ᣽も

場をࠊえ、ଖ川・๚川ف

ɶ࣎に11月上କ᪭までЈ

ᒵがዓく。

さやいんげん（ピテナ）
　�月�1日より、ƞやいǜげ

ǜᲢȔȆナᲣのЈᒵがڼまった。

Ɯの日は、きたƦらちᝃ᫏生

ငኵӳᲢᅕރዩ܇ኵӳᧈᲣの

ғᲣが、᲻というᙹ఍を1ረעƞǜᲢᩋᇕࠎ஭፦ޢ

Ტ2MI�1ረᲣЈᒵした。

　ମ年より1日᡿いИЈᒵとなったが、છᆔˌᨀはټ

ͅにऔまǕ生Ꮛは᪯ᛦに進ǜだ。

　ʻࢸはࢹ々にЈᒵ᣽もفえ、ЈᒵのȔーǯは9月と

なり᧙ᙱࠊ場をɶ࣎に1�月下କ᪭までЈᒵがዓく。

旬の青果物が続 と々出荷スタート！
　青果部の᣼ᓔᨼЈᒵ施設では、ዓ々とକの᣼ᓔのЈᒵがڼまっている。ʻ年は、Ჯ月のൢ　青果部の᣼ᓔᨼЈᒵ施設では、ዓ々とକの᣼ᓔのЈᒵがڼまっている。ʻ年は、Ჯ月のൢ　青果部の᣼ᓔᨼЈᒵ施設では、ዓ々とକの᣼ᓔのЈᒵがڼまっている。ʻ年は、Ჯ月のൢ

旬の青果物が続 と々出荷スタート！旬の青果物が続 と々出荷スタート！旬の青果物が続 と々出荷スタート！

まるかじりトマト
　6月18日より、まるかơりトマトのЈᒵがڼまった。きたƦらち大ྚトマ

ト部会Ტͤއםɟ会ᧈᲣの高ރ፯ࢀƞǜᲢメȠעғᲣが᳆ǵイǺをɶ࣎にᚘ

48Ǳース約192ɘをЈᒵした。ମ年より�日᡿いИЈᒵとなった。

　஝૾ࠤ面をɶ࣎に1�月下କまでЈᒵᝤ٥をʖܭしている。ӷ部会ではʻ年

度、約128Cに作˄けし、約1��ᳮのЈᒵ、約4Ҙɢόの٥上をᙸᡂǉ
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　当JAでは、ૼたなᚾǈとしてȩイスȬジンᲢお米ဌஹのȐイǪマスプȩスȁッǯᲣを̅用した米ᘥをᙌ作した。

　Ɯの米ᘥは、᫢用にᢘƞないお米ᲢӞӞ米やብᄃ米、ᐯ然໎ܹによりᄊూƤƟるをࢽないお米などᲣを原料と

するため、ჽ඗ኒ೔Ꮲの̅用᣽を大ࠢにЪ減するƜとがӧᏡとなり、ʚ酸化໗እ੎Ј᣽Ъ減にもつながる。

　ƞらに҅海ᢊင米のǈを̅用しᙌ作ƞǕた米ᘥは当JAがИめてとなる。

　Ɯの米ᘥでѼᘺした、JAきたƦらちင「えǈまる」はʻ年6月よりሥϋᢊのᬜなどでᝤ٥を᧏ڼ。「えǈまる」は、

ᠾ作業のႾщ化と፦ԛしƞのɲᇌをႸਦした持ዓӧᏡな米作りを推進するために᧏ႆƞǕたԼᆔで、「҅海ᢊの持

ዓӧᏡなᠾ業」をᝋࣉするお米となっている。当JAのਃ当職員は「ನेからᲫ年かけて当JAငȩイスȬジンを

実ྵした。ᇹᲫ࢐としてƀお米ဌஹの米ᘥƁにƜだわったのは、ሥϋのお米がȩイスȬジンの原料として̅用ƞǕ

る実ጚを作るƜとで൦ᆖ生ငᎍμ体がƀࣅ࿢׹ኺฎƁを実ྵしӕりኵǜでいくˁኵǈをоり上げたかったため」

とᛅす。

にᨂらƣі働щɧឱが深Ц化ٳᠾ業生ငྵ場では、ሥϋ、נྵ　

している。ƦƜで当JAでは୼なる人材Ѫᨼを৙ちЈすためૼし

いۥ体として「ǢȉカーᲢ࠼ԓܳˡ៻Უ」をݰλした。

5月25日、Ǣȉカーのኛ៻ࡸが当JAஜ所で行わǕ、ࢫ職員や

᧙̞機᧙の職員、ӕ材ᨉなど約20名がᨼまった。

ࠤでは、௥ஙܑ૨ኵӳᧈがトȨタカȭーȩ஝ࡸ　 (ఇ Ӫᨺ店ྛޛ(

ᧈからȬプリカǭーのពԑを受け、「ᠾ業人材がفえるƜとは、

঻々ᠾܼにとっての૔いとなる。Ɯのܳˡ࠼ԓ៻をきっかけとし

てᠾ業にᐻԛを持つ人がفえるƜとを願っている」とਮਠした。

　៻体にはᲫ日単ˮでᠾ業ǢȫȐイトができるǢプリ「daywork

ᲢȇイȯーǯᲣ」のțーȠȚージǁǢǯǻスできるQRコーȉやイ

ȩストが大きくȇǶインƞǕ、Ⴚ੗ႎなऴ̮ႆإがӧᏡとなって

いる。

　ʻࢸは就ᠾȕǧǢやᝤ̟、ሥϋٳのイșントなどǁЈ向きૼた

な人材ᄩ̬に向けたǢプȭーȁを行っていくʖܭ。

ȩイスȬジン

「米の新しい価値へ」「米の新しい価値へ」
JAきたそらち産ライスレジン米袋を製作しましたJAきたそらち産ライスレジン米袋を製作しました

新たな人材確保に向けて情報発信！
アドカー（広告宣伝車）を導入しました！
新たな人材確保に向けて情報発信！
アドカー（広告宣伝車）を導入しました！

（4）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



保育園の子どもたちも！保育園の子どもたちも！

̇ݧόέπҴମʹؾݩ̇ݧόέπҴମʹؾݩ

ɹόέπ稲田植えମݧͷ༷ࢠ͸、:PV5VCF
きたͦらちΌんͶΔでࢹௌग़དྷます♪

深川市の小学校で深川市の小学校で 田植え体験学習田植え体験学習
　�月下କ、深川ࠊϋݱ学校�校による田ౡえ体験学፼が行わǕた。ӷࠊではע؏にఌƟしたཎ色ある教Ꮛ

のɟ࿢として、ݱ学生を対ᝋに൦ᆖのᠾ業体験学፼にӕりኵǜでいる。

　δᇜたちは、ࠊ職員やኵӳ員、青年部などのңщをࢽながら、ኵӳ員ܡ、深川ࠊᠾ業ǻンターのב場で田

ౡえを体験した。Иめて൦田にλるδᇜもٶく、ƵかるឱΨにᒊ৆しථまǈǕになりながらٹɶになってᒁ

をౡえた。

　δᇜたちは、Ɯのࢸ൦ᆖの生Ꮛについて学Ƽ、ᅸにはӓᆫ体験を行うʖܭ。

5月19日北新小学校（松本拓磨氏宅） 5月22日一已小学校（農業センター）

5月23日音江小学校（石川大輔氏宅）

5月23日深川小学校（農業センター）

5月24日多度志小学校（竹内誠氏宅）

೶ۀ೶ۀ೶ۀ೶ۀ೶ۀ
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　深川ࠊ᪦൶ɶ̬ځᏋטᲢስ原いƣǈטᧈᲣのƞくらኵטδᲢ年ᧈᲣ1�名が、�月2�日、᪦൶ɶ̬ځᏋטЭで

ȐǱȄᆖの田ౡえを行った。

　当日は、Ϥのᨊᩌ作業からᅸのӓᆫ作業まで、עΨのᠾܼの૾々が実ᨥにᠾ作業をしている様܇をજ影したȇ

ジタȫኡᑮއ「お米ができるまで」をᙻᎮしたݲ、ࢸしᎻ݊いɶ、JA職員がȐǱȄᆖのコȄなどטδᢋにᛟଢし、

ȐǱȄのɶの田ǜǅをΨൢいっƺいˊ੡きしたࢸ、Ǐめƽりかの田ౡえを行った。

င業であるᠾ࠴のؕࠊᢋがᐯЎの৖でᏋてて、ӓᆫし፦ԛしく᫢ǂる。᫢Ꮛのɟ࿢もあるけǕど、深川̓܇」　

業に̓܇ᢋがᐻԛを持ってもらえǕƹ」とስ原טᧈのेいでڼまったȐǱȄᆖはʻࢸ、൦ሥྸやᯓྎܹの᧸ഥな

どを行う。܇どもたちはᅸのӓᆫを楽しǈにしている。

ĂѣဒはƜちら
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※出席者　前列左から　1番目：上田凌之　2番目：岩田専務　3番目：柏木組合長　4番目：古川和也　
後列左から　1番目：青木龍生　2番目：吉田尚人　3番目：櫻田良次　4番目：櫻田梨菜　5番目：澁谷将汰　6番目：菊池貴之

当JAでは、ऴ̮ႆإのۥ体としてإ࠼ᛏの˂に「țーȠȚージ」「+PUVCITCO」「(CceDQQM」「;QW6WDeȁȣンネȫ」

等の505を෇用しՠԼኰʼやʙ業ኰʼ、生

ငྵ場のཞඞなどをႆ̮している。

　ʻ ׅ、+PUVCITCOと(CceDQQMの プ ȭ

ȕǣーȫഇ等に「.iV..iPMᲢリットリンǯᲣ」

の7R.をᚡ᠍した。リットリンǯとは、

505のリンǯをᲫつのȚージにまとめるǵー

ビスのƜとで、各505ȚージǁǢǯǻスし

やすくなるˁኵǈとなっている。

各505の7R.だけではなく、;QW6WDe

இૼѣဒもਫ਼᠍しておりቇ単にѣဒのᙻᎮ

がӧᏡとなる。

　ƥƻ下ᚡの3Rコーȉからリットリンǯの

ȚージをƝᄩᛐくだƞいŰ

簡単にアクセス！簡単にアクセス！
JAきたそらちのSNS♪JAきたそらちのSNS♪

　令和�年度「ૼᙹ就ᠾᎍນѕཞពԑࡸ」が6月Ძ日にJAஜ所にて᧏͵ƞǕ、ૼᙹ参λや7ターン、ૼᙹ

学ҡなどஜ年度のૼᙹ就ᠾᎍのうち1�名のうち8名がЈࠗした。Јࠗᎍは当日のҜЭɶにJA施設ᙸ学、Ҝ

。にЈࠗしたࡸពԑ、ࢸからJAኵጢについてᛟଢを受け、Ʀのࢸ

　JA施設ᙸ学では、各施設のਃ当職員による案ϋで、青果部᣼ᓔᨼЈᒵ施設や҅ᏋちΨൢ஭ᑶきᨼЈᒵ施設、

深川マイナリー、ᰳݱ؏࠼・大ᝃʑ༞ᛦᙌᝪᔺ施設をᙸ学し、ƦǕƧǕの施設でᨼᒵƞǕているᠾငཋや、

各施設のಒ要ᛟଢと機఺等のᛟଢが行わǕた。またଷ᫢のᨥには、௥ஙܑ૨ኵӳᧈとޥ田ฌദݦ務がӷࠗの

もと会᫢およƼটᛩを行った。Јࠗᎍは日々のփᠾをᛅ᫆にॖᙸʩ੭した。Ʀのࢸ、JAஜ所にてᠾ業ਰᐻ部

職員による「JAというኵጢのཎࣉとめƟすもの」と᫆したᜒ፯が行わǕた。

　ນѕཞពԑࡸは、JAのྸʙ会のࠗ上にて᧏͵ƞǕ、ࢫ職員がᙸܣるなか、௥ஙኵӳᧈよりɟ人ƻとりにນ

ѕཞが৖บƞǕた。௥ஙኵӳᧈは、「ע؏をਃうᠾ業ᎍのɟ員としてᐯ៲のኺփや所ࢽのᄩ̬等にڐឥしてい

ただき、いつまでもΨൢで஛൨くᠾ業にࢼʙしていただきたい」とນѕのᚕᓶをពった。またЈࠗᎍをˊᘙし、

Ӟ川和ʍ൞Ტٶ度࣓עғᲣは、「ᅶどもૼᙹ就ᠾᎍがႸਦすとƜǖは、ܤμで࣎ܤなᠾအငཋを生ငし、҅ᆰ

ჷをע؏の૾々とσにܣりᏋてていくƜと。ʻࢸとも、生ငᎍのᜂέ᠚૾、JAࢫ職員のႏ様૾にǵȝートい

ただきながら、Ɯのע؏において൭めらǕる人材として、日々、ᚇݑし、ൢƮき、学ǜでいきたい」とщࢍ

くൿॖᘙଢした。

　なお、令和�年度のૼᙹ就ᠾᎍນѕཞ対ᝋᎍはᘙのとおり。

令和5年度 新規就農者 激励状贈呈式
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5月25日、インȉネシǢᠾ業Ⴞのᠾ業教Ꮛǻンター職員4名が深川マイナリーと精米

施設のᙻݑを行った。

　ᙻݑЭ日の24日、ӷǻンターはJA҅

海ᢊɶځ会と、インȉネシǢからのᠾ業

人材受けλǕについてᙾ୿をዸኽした。

インȉネシǢとしては人材のᏋ঺、ɶځ会としてはᠾ業ྵ

場のі働щᄩ̬をႸႎとしてʻࢸ、২Ꮱ実፼生やཎܭ২Ꮱ

သᎍ、インターンシップ生のᢊϋǁのᠾ業人材受けλǕנ

が進めらǕる。ʻׅ当JAでのᙻݑは日ஜのஇέᇢのᠾ業施

設をᙸ学するために実施ƞǕた。

　当日、深川マイナリーでは、深川ૅ所深川米ᆝ施設ᛢの上

月බᛢᧈがӷ施設の設ͳについてᒵ受けからቡ઎りまでの

්Ǖやʑ༞機やǵイȭ、色ࢢ選К機などƦǕƧǕの߻ᆉの

ᛇኬをᛟଢした。

　ዓいて、精米施設ではᝤ٥部米ᆝᛢの高ஙჇ೔ᛢᧈとᤠ

ஙӐʍ職員が2᨞ᙸ学ᡫែから施設を案ϋし米ǁのȀメージ

を᠉減し高Լឋなႉ米にˁ上げるɤെ᨞ઊર૾ࡸの精米機

やȕȫカȩーή選К機等精米設ͳについてᛟଢを行った。

　இࢸに、当JAでのૼたなᚾǈであるȩイスȬジンについ

てもᲢ当إ࠼ᛏ4ȚージにてኰʼᲣ́Ƥてᛟଢし、ᙌ作した

米ᘥでѼᘺした「えǈまる」をプȬǼントした。

　ᙻݑにᚧǕたӷǻンターの職員から「マイナリーのǵイ

ȭではどのくらいの᣽の米を̬܍できるのか」「ǵイȭによ

ってภ度がᢌうのはなƥか」「低ภ̽ࡉで米を̬܍していて

ٰにᖓはႆ生しないのか」等෇ႆなឋွࣖ答が行わǕるな

どϋܾのຜいᙻݑとなった。

ൢച෦ൢച෦ൢച෦ൢച෦ൢച෦ൢച෦ൢച෦ൢച෦

ΠϯυωγΞ೶ۀলɹਂ઒ϚΠφϦʔˍਫ਼ถࢪઃΛ࡯ࢹ

　当JAは令和Ხ年度のᠾ業ᎍ年᣿加λ推進෇ѣに対し、令

和Ხ年度ᠾ業ᎍ年᣿ؕ᣿ྸʙᧈច　青年ޖの部Ტ20ബ᳸

39ബᲣμ׎ᇹᲲˮを受ចいたしました。

　ᠾ業ᎍ年᣿ؕ᣿ྸʙᧈចは、ᠾ業ᎍ年᣿の加λ̟進෇ѣ

にᆢಊႎにӕりኵǈ、加λᎍૠ上ˮのׇ体にᘙࢧƞǕるも

のです。　

　ʻࢸもᠾ業ᎍのᎊࢸ生෇のܭܤに݃ɨするためにᠾ業ᎍ

向けのπႎ年᣿であるᠾ業ᎍ年᣿の୍ӏ推進にӕりኵǜで

まいります。

【᣿ᗡσฎ部　ޛ田】

令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度
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令和４年度
農業者年金基金理事長賞受賞

令和４年度
農業者年金基金理事長賞受賞

ۚ༥ۚ༥ۚ༥ۚ༥ۚ༥
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　青年部ᩋᇕૅ部ᲢӴஜଡӪૅ部ᧈᲣでは6月14日、「ᩋᇕ田ǜǅǢート」の田ౡえ作業を行った。

　「ᩋᇕ田ǜǅǢート」は、ӷૅ部がᢊのᬜ「田טの᣺うりǎう」್の実ᚰޒᅆב場に、ɼ᫢用やカȩȕ

ȫなᦷច用の൦ᆖᒁをౡえてǢートを作りあげるӕりኵǈで、ʻ年で1�ׅႸをᡇえた。ǢートのȇǶイ

ンは൑年、ӷထᇌᩋᇕݱ学校の6年生がᎋ案しており、ʻ年はコンǵȉーȬ஝ࠤにᚩӧを᪬きマスコット

ǭȣȩǯターであるȉーȬくǜとコンǵȉーȬの૨܌を੨いた。

　Ɯの日は、部員1�名やӷထ職員、JA職員などが৖作業で田ౡえを行い、ਦᅆࢫの部員にౡえる場所を

ᄩᛐしながら、ዯの「ななつǅし」と᰾、ႉ、ហのᚘ4色のᒁをɟЗƣつౡえた。またȇǶインをᎋ案し

たδᇜ1�名がႸҮを᫂りに、部員とңщしながらɟつƻとつᒁをౡえた。Ҟ日かけ、1�Cの൦田に約1

ɢ4���ఇのᒁをౡえてዋをܦ঺ƞƤた。

　ӷૅ部のӴஜૅ部ᧈは、「܇どもたちと楽しく田ౡえをするƜとができてᑣかった。ʻ年はȉーȬӽが

田ǜǅǢートのȇǶイン。ٶくの人に楽しǜでもらいたい」とᛅす。ב場್にはμ体をᙸ下ǖƤるやƙら

が設ፗƞǕており、�月ɶକからᙸ᪭をᡇえる。

　またӷ日、Ǣート್のב場では、൑年ँ̊のӷݱ学校4、�年生による田ౡえ体験学፼が行わǕ、ʻׅ

もӷထとѼਙᡲઃңܭをኽぶᲢ学Უ田ɶ学טᇌԡ᫾অᅙݱ学校Ტ஝ࠊࠤᲣのδᇜ�4名も参加し、田ౡえ

を体験した。

雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施 雨竜支所
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　ᩋᇕထ൦ᆖ生င部会ᧈ　ඌ田ීɟ൞ᲢᩋᇕעғᲣのב場が令和�年度�ૼ֕ᅛྂᆝ田に選ƹǕ、�月2�日Ტ大

。が行わǕた「田ౡᅛᲢおたうえƞいᲣࣂ�ᅛྂᆝ田֕ૼ」場でבᲣ、ӷܤ

　ૼ֕ᅛᲢにいなめƞいᲣとは、൑年11月2�日に、ټ႐ᨃ下がૼᆝをᅕ々にお̓えになりᅕऍをज़ᜓする

とともに、ᨃ下ᐯらもӤし上がるܷɶँ̊ᅛχのɶでもஇも᣻要なᅛᅉのƜと。またྂᆝᲢけǜƜくᲣとは、

Ʀのૼ֕ᅛに̓えるためμ׎からྂ上ƞǕるᆝཋをਦし、ྂᆝ田は

ᢊϋで൑年2か所選ЈƞǕる。当JAሥϋでྂᆝ田が選ƹǕるのは

Უから11年ぶりで、ᩋᇕထが選ƹǕるのはʻࠊ঺24年Ტ深川࠯

ׅがИめてとなる。

職員や᧙ׇ̞体、ӕ材ᨉなどあわƤて約6�名ࢫχには当JAࡸ　

が参Зした。

　当日は૬田ฌ袚のΒや参Зᎍによるྚɸڗڊ等が行わǕたࢸ、

職員2名Უࣱڡ学校６年生Ხ名、当JAݱ6名Ტᩋᇕڡ᫘のɶ、ଔʊࢍ

が「Ǐめƽりか」のᒁを丁寧にౡえた。

　ᅕʙኳʕࢸ、ඌ田൞は「はơめᛅを受けたときはᭃきましたが、

とても名ᛎなƜとであると࣬いࡽき受けました。Ɯのב場は9月の

Аりӕりまでしっかりとሥྸをして参りたいと࣬います」とਮਠを

した。

　Ჳ月Ჱ日Ტ大ܤᲣにはӷב場で、৷ᆞᅛᲢƵいǅƞいᲣが᧏͵

ƞǕʻׅౡえたᆖのӓᆫを行う。

　「ᇹ��ׅƻまわりまつり」がʻ年も҅ᇕထƻまわりの᣺で᧏͵ƞǕる。ƻまわりまつりとは、ٰがᚧǕる

とƻまわりの᣺の2�JCのလに2��ɢஜのƻまわりがԵきᛍり、

൑年ٶくのᚇήܲでកわう҅ᇕထのɟ大イșント。ƻまわりလの߾

大ᡕែやƻまわりの᣺をɟԗできるᢂᚁ៻「ƻまわりӭ」、ǽȕト

ǯリーȠやȩーメンなどのシȧップがɳぶƻまわりᚇήǻンターなど

ٰを楽しǉᚇήעとして人ൢとなっている。

　またʻ年は、҅ᇕထƻまわりまつりǪリジナȫᜋᚐき「向日ᔅ

にᎥくཋᛖŀƦǕは、ᑶの٣をᎥくڡݲの、ƻとٰのȕǡンタジー。」

もӷ଺᧏͵ƞǕる。Ɯどもዻとおとなዻ、ᨨƞǕたナǾዻとᩊତ

度がЎけらǕているためᛡでも楽しめるϋܾとなっている。

　ǪリジナȫᜋᚐきをǯリǢするとਁ選で「҅ᇕထのཎငԼ」が

当たるȁȣンスもあります。ƥƻ҅ᇕထのƻまわりまつりにƝஹ場

くだƞい。

᧏͵஖間Ჴ2�2�年Ჱ月22日ᲢםᲣからᲲ月2�日
日�

雨竜支所

北竜支所
夏はひまわりの里にみんな集まれ！

ー 北竜ひまわりまつり ー
夏はひまわりの里にみんな集まれ！

ー 北竜ひまわりまつり ー

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（9）
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　6月16日、深川ૅ所年᣿Ӑの会Ტங᜿፯඙会ᧈᲣのȑーǯǴȫȕ大会が

ᲭᲯ名の参加のもと᧏͵ƞǕた。

　会場となったჽ཮ዯעȑーǯǴȫȕ場の「はまなす」「ǉくげ」コースを9

ኵで2ȩǦンȉし、Ʀのӳᚘで᪯ˮをᇤい、ΟѨをʗった。

　当日はዌڤのൢټにऔまǕ、参加ᎍは日᪭のጀ፼の঺果を܍Ўにႆੱし、

țーȫインȯンが4ஜЈるなどナイスシȧットをᡲႆƞƤていた。

　ဏࣱの部ではᢒᕲ࠳፯ƞǜが、ࣱڡの部ではޢܭ᣺ˊ܇ƞǜがΟѨした。

　上ˮλចᎍはˌ下のᡫり。Ტ૟ᆅဦᲣ

�【᣿ᗡσฎ深川ૅ所　ݱ᣼ݢ】

パークゴルフ大会を開催年金友の会

Ο　Ѩ

แΟѨ
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６
月
�3
日
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
幌

加
内
支
部
（
山
内
和
美
支
部
長
）
��
名
は

旭
川
市
の
（
株
）
花
ｐ
ｉ
ｔ
か
ら
平
間
尚

氏
と
三
崎
翔
氏
を
講
師
に
招
き
、
寄
せ
植

え
の
講
習
会
を
行
っ
た
。

　
参
加
し
た
部
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な

花
の
色
や
大
き
さ
を
選
び
鉢
に
植
え
た
。
バ
ラ
ン

ス
等
で
悩
ん
で
い
る
様
子
も
見
ら
れ
た
が
講
師
の

方
に
相
談
し
つ
つ
、
綺
麗
で
可
愛
い
ら
し
い
寄
せ

植
え
を
完
成
さ
せ
た
。
　

　
ま
た
終
了
後
、
植
え
た
鉢
と
参
加
者
で
集
合
写

真
を
撮
り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

　
来
年
は
ハ
ン
キ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
引
っ
か
け

た
り
、
吊
る
し
た
り
し
て
空
間
に
飾
る
寄
せ
植
え
）

に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
声
も
上
が
る
ほ
ど
部
員
た

ち
は
講
習
会
を
楽
し
ん
だ
。【

幌
加
内
支
所
　
岩
本
】

女性部女性部女性部女性部女性部女性部
だよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだより
女性部
だより
女性部
だより

ۚ༥ۚ༥ۚ༥ۚ༥ۚ༥
෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ෦ࡁڞ
ۚ༥
෦ࡁڞ
ۚ༥
෦ࡁڞ

（10）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　令和６年度用肥料については、肥料原料の高値での買い控えによる需要減退、海上運

賃の下落、為替の影響等を受け、化学肥料について約19.4％の値下げとなりますが、依然として高

値傾向で推移しております。

　肥料コスト低減対策として、低リン酸・低カリ肥料の提案を実施し、推進して参りますので宜しく

お願い致します！！

ˑ Թচࡐࢿ	ϋ΢εϏχʔϧ౳
にͭいͯも、ࡐݪྉ΍෺ྲྀܦඅͷ্ঢ౳をഎܠに、大෯な஋
্͛が૝ఆ͞れますɻૣظऔりまͱΊを࣮ࢪし、Ӧ೶ίετݮ࡟をਤͬͯまいりますͷでซͤ
ͯٓしくおئいしますɻ

　「就職して社会人になったらどのように働くのか」をイメージしながら職業体験を行う「インターンシップ」を深

川東高校2年生２名が当JAで実施した。

　6月8日から9日の2日間において青果部選果場やeciR、精米施設、資材店舗において様々な業務を体験した。

　インターンシップでは単なる企業の業務を体験するだけではなく、社会人としてのビジネスマナーを学ぶ機会で

もあるため、参加した学生は緊張した面持ちで各所の職員に業務を教わりながら丁寧に作業を行っていた。

　参加した学生は「大変だったけど色々できて楽しかった。」と笑顔で答えた。

【総務部　墓田】
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෦ྩ࿨ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ෦ࡁܦ �೥౓༻ɹංྉਪਐͷ͓஌Βͤ

肥料推進期間：令和５年７月３日(月) ～７月21日(金）
※本所、支所によって推進期間は異なります。

๺ւಓͷ౔৕ཆ෼
͸ଟいんͩͶʙ
ͬͦ͞く΢νもݮං
しͯΈよう

ʙ ίετ௿ݮංྉྫ ʙ
ංྉ໊ᶃɿਫҴԽ੒̐̓ ̍೘ૉೖ
੒　　෼ɿ̣ ̍̐ 	内̏ˋ೘ૉ
�̥̓ �̠̍ ̍
ංྉ໊ᶄɿਫҴ̗̗̑̌ ̌
੒　　෼ɿ̣ ̍̑ �̥̍ ̌�̠̍ ̌
ංྉ໊ᶅɿਫҴ̗̗̒̔ ̌
੒　　෼ɿ̣ ̍̒ 	内̏ˋ೘ૉ
�̥̔�̠̍ ̌
※③のＢＢ６８０は新規登録肥料です。
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近
年
、
世
界
各
地
で
頻
発

し
て
い
る
異
常
気
象
は
地
球

温
暖
化
が
原
因
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
影
響
に
よ

る
暴
風
雨
や
洪
水
、
干
ば
つ

と
言
っ
た
気
象
災
害
の
発
生

件
数
は
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ

Ｍ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
１
９
７

０
年
か
ら
２
０
１
９
年
の
50

年
間
で
５
倍
近
く
に
増
加
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
農
業
に
お
い
て
も
近
年
増

加
す
る
水
害
や
気
候
変
動
は

大
き
な
問
題
で
あ
り
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
よ
り
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
事
態
を
事
前
に
予
知
す

る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、

予
測
す
る
こ
と
で
経
営
へ
の

影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
。
そ
の
方
法
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
が
事
業
継
続

計
画(

Ｂ
Ｃ
Ｐ)

で
す
。

　
事
業
継
続
計
画
（※

以
下
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
簡
単
に
説
明
す

る
と
、「
イ
ン
フ
ラ
や
経
営
資

源
等
に
つ
い
て
、
被
害
を
事

前
に
想
定
し
、
被
災
後
の
早

期
復
旧
・
事
業
再
開
に
向
け

た
計
画
を
定
め
る
」
こ
と
で
あ

り
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（Business C

onti-
nuity Plan

）
と
も
呼
ば
れ
て

お
り
ま
す
。

　
特
に
農
業
は
自
然
災
害
の

リ
ス
ク
と
は
常
に
隣
り
合
わ

せ
で
あ
り
、
よ
り
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
よ
っ
て
農
林
水
産
省

で
は
「
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
と

称
し
、
農
業
者
に
強
く
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
を
呼
び
掛
け
て
お
り

ま
す
。

　
計
画
の
一
例
と
し
て
は
、

近
年
発
生
が
多
い
河
川
氾
濫

時
に
お
い
て
、
危
険
個
所
を

把
握
し
、
そ
れ
を
書
面
に
て

共
有
す
る
こ
と
で
発
生
時
の

担
当
者
の
役
割
分
担
を
把
握

す
る
こ
と
や
、
電
気
機
器
が

水
に
浸
か
ら
な
い
対
策
や
、

施
設
栽
培
の
配
管
が
破
裂
し

た
時
の
対
応
方
法
も
記
載
し
、

従
業
員
と
共
有
す
る
こ
と
で

今
ま
で
自
分
し
か
で
き
な
か

っ
た
対
応
が
従
業
員
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
未
曾
有
の
事
態
に
は
経
営

者
の
判
断
力
は
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
が
、
急
な
指
揮
系
統

で
は
統
率
が
難
し
く
、
危
険

が
迫
る
こ
と
で
冷
静
な
判
断

が
出
来
な
い
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
前
に
書
面
に

落
と
し
込
む
こ
と
で
家
族
や

従
業
員
が
自
分
の
す
べ
き
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
、
結
果

と
し
て
全
員
が
よ
り
効
率
的

に
動
く
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
代
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

い
て
は
計
画
を
策
定
し
、
且

つ
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す

る
に
は
、
農
林
水
産
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ

と
が
最
も
簡
易
的
で
す
。

　
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
記
載
す
る
こ
と

で
簡
便
に
策
定
が
可
能
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
策

定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
中
小
企
業

庁
に
申
請
（※

１
）
し
、
事

業
継
続
力
強
化
計
画
と
し
て

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
多

く
の
支
援
を
受
け
る
事
が
出

来
ま
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
こ
と

で
災
害
時
の
対
応
力
は
高
ま

り
ま
す
が
、
同
時
に
見
え
て

く
る
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

特
に
防
災
設
備
の
不
足
は
計

画
策
定
に
よ
り
明
ら
か
に
な

る
こ
と
が
多
く
、
発
電
機
な

ど
の
動
力
供
給
設
備
の
増
設

や
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
被
害

を
避
け
る
た
め
、
保
管
方
法

の
ク
ラ
ウ
ド
化
な
ど
新
た
な

取
り
組
み
の
必
要
性
が
生
じ
、

設
備
投
資
が
必
要
と
な
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
際
必
要
と
な
る
資
金

調
達
に
お
い
て
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
認

定
を
受
け
た
事
業
者
に
は
、

下
記
の
支
援
を
受
け
る
事
が

出
来
ま
す
。

★
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ

る
低
利
融
資

貸
付
金
利

　
設
備
資
金
に
つ
い
て
基
準

金
利
か
ら
０
・
９
％
引
下
げ

ら
れ
る
。（
運
転
資
金
に
つ
い

て
は
基
準
利
率
）

貸
付
限
度
額

　
７
億
２
千
万
円
（
う
ち
運

転
資
金
２
億
５
千
万
円
）

貸
付
期
間

　
設
備
投
資
20
年
以
内
、
長

期
運
転
資
金
７
年
以
内
（
据

置
期
間
２
年
以
内
）

★
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の

特
例

　
民
間
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
る
際
、
信
用
保
証
協

会
に
よ
る
信
用
保
証
の
う
ち
、

普
通
保
険
と
は
別
枠
で
追
加

保
証
や
保
証
枠
の
拡
大
が
受

け
ら
れ
る
。

税理士法人　中央総合会計による税理士法人　中央総合会計による

知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報 第13回回第13回

೶
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事
業
継
続
計
画
ͱ
͸
ʁ

೶
業
に
͓
͚
る
̗
̘
̥

★
中
小
企
業
防
災
・
減
災
投

資
促
進
税
制

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
記
載
さ
れ
た
対

象
設
備
を
、
取
得
等
を
し
て

事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
に
、

特
別
償
却
��
％
（
令
和
７
年

４
月
１
日
以
後
に
取
得
等
を

す
る
対
象
設
備
は
特
別
償
却

16
％
）
の
税
制
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
第
11
条
の

３
及
び
第
44
条
の
２
）

　
も
の
づ
く
り
補
助
金
・
事

業
再
構
築
補
助
金
（
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
型
強
靭
化
枠
）・

Ｉ
Ｔ
補
助
金
（
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
推
進
枠
）
な
ど
の
補

助
金
の
審
査
に
お
い
て
加
点

の
対
象
と
な
る
た
め
、
採
択

率
が
上
が
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
す
る
こ
と
で
、
防
災
設
備

投
資
に
対
す
る
多
く
の
支
援

策
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
よ
り
コ
ス
ト
を
か

け
ず
に
防
災
対
策
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
起

こ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
状

況
で
も
近
年
は
起
こ
る
事
態

は
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
よ
り
被
害
を
防

ぐ
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
。
会
社
に
は
「
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
」
と
４

つ
の
経
営
資
源
が
あ
り
ま
す
。

不
測
の
事
態
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ら
を
守
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
会
社
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

再
度
見
直
す
機
会
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

̗
̘
̥
ͷ
ࡦ
定
ํ
๏

※

１…

電
子
申
請
と
な
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）
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近
年
、
世
界
各
地
で
頻
発

し
て
い
る
異
常
気
象
は
地
球

温
暖
化
が
原
因
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
影
響
に
よ

る
暴
風
雨
や
洪
水
、
干
ば
つ

と
言
っ
た
気
象
災
害
の
発
生

件
数
は
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ

Ｍ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
１
９
７

０
年
か
ら
２
０
１
９
年
の
50

年
間
で
５
倍
近
く
に
増
加
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
農
業
に
お
い
て
も
近
年
増

加
す
る
水
害
や
気
候
変
動
は

大
き
な
問
題
で
あ
り
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
よ
り
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
事
態
を
事
前
に
予
知
す

る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、

予
測
す
る
こ
と
で
経
営
へ
の

影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
。
そ
の
方
法
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
が
事
業
継
続

計
画(

Ｂ
Ｃ
Ｐ)

で
す
。

　
事
業
継
続
計
画
（※

以
下
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
簡
単
に
説
明
す

る
と
、「
イ
ン
フ
ラ
や
経
営
資

源
等
に
つ
い
て
、
被
害
を
事

前
に
想
定
し
、
被
災
後
の
早

期
復
旧
・
事
業
再
開
に
向
け

た
計
画
を
定
め
る
」
こ
と
で
あ

り
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（Business C

onti-
nuity Plan

）
と
も
呼
ば
れ
て

お
り
ま
す
。

　
特
に
農
業
は
自
然
災
害
の

リ
ス
ク
と
は
常
に
隣
り
合
わ

せ
で
あ
り
、
よ
り
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
よ
っ
て
農
林
水
産
省

で
は
「
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
と

称
し
、
農
業
者
に
強
く
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
を
呼
び
掛
け
て
お
り

ま
す
。

　
計
画
の
一
例
と
し
て
は
、

近
年
発
生
が
多
い
河
川
氾
濫

時
に
お
い
て
、
危
険
個
所
を

把
握
し
、
そ
れ
を
書
面
に
て

共
有
す
る
こ
と
で
発
生
時
の

担
当
者
の
役
割
分
担
を
把
握

す
る
こ
と
や
、
電
気
機
器
が

水
に
浸
か
ら
な
い
対
策
や
、

施
設
栽
培
の
配
管
が
破
裂
し

た
時
の
対
応
方
法
も
記
載
し
、

従
業
員
と
共
有
す
る
こ
と
で

今
ま
で
自
分
し
か
で
き
な
か

っ
た
対
応
が
従
業
員
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
未
曾
有
の
事
態
に
は
経
営

者
の
判
断
力
は
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
が
、
急
な
指
揮
系
統

で
は
統
率
が
難
し
く
、
危
険

が
迫
る
こ
と
で
冷
静
な
判
断

が
出
来
な
い
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
前
に
書
面
に

落
と
し
込
む
こ
と
で
家
族
や

従
業
員
が
自
分
の
す
べ
き
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
、
結
果

と
し
て
全
員
が
よ
り
効
率
的

に
動
く
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
代
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

い
て
は
計
画
を
策
定
し
、
且

つ
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す

る
に
は
、
農
林
水
産
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ

と
が
最
も
簡
易
的
で
す
。

　
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
記
載
す
る
こ
と

で
簡
便
に
策
定
が
可
能
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
策

定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
中
小
企
業

庁
に
申
請
（※

１
）
し
、
事

業
継
続
力
強
化
計
画
と
し
て

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
多

く
の
支
援
を
受
け
る
事
が
出

来
ま
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
こ
と

で
災
害
時
の
対
応
力
は
高
ま

り
ま
す
が
、
同
時
に
見
え
て

く
る
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

特
に
防
災
設
備
の
不
足
は
計

画
策
定
に
よ
り
明
ら
か
に
な

る
こ
と
が
多
く
、
発
電
機
な

ど
の
動
力
供
給
設
備
の
増
設

や
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
被
害

を
避
け
る
た
め
、
保
管
方
法

の
ク
ラ
ウ
ド
化
な
ど
新
た
な

取
り
組
み
の
必
要
性
が
生
じ
、

設
備
投
資
が
必
要
と
な
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
際
必
要
と
な
る
資
金

調
達
に
お
い
て
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
認

定
を
受
け
た
事
業
者
に
は
、

下
記
の
支
援
を
受
け
る
事
が

出
来
ま
す
。

★
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ

る
低
利
融
資

貸
付
金
利

　
設
備
資
金
に
つ
い
て
基
準

金
利
か
ら
０
・
９
％
引
下
げ

ら
れ
る
。（
運
転
資
金
に
つ
い

て
は
基
準
利
率
）

貸
付
限
度
額

　
７
億
２
千
万
円
（
う
ち
運

転
資
金
２
億
５
千
万
円
）

貸
付
期
間

　
設
備
投
資
20
年
以
内
、
長

期
運
転
資
金
７
年
以
内
（
据

置
期
間
２
年
以
内
）

★
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の

特
例

　
民
間
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
る
際
、
信
用
保
証
協

会
に
よ
る
信
用
保
証
の
う
ち
、

普
通
保
険
と
は
別
枠
で
追
加

保
証
や
保
証
枠
の
拡
大
が
受

け
ら
れ
る
。

「安心」が、私たちの商品です。
http://www.csk-i.com

税理士法人
中央総合会計

①
金
融
措
置

②
税
制
支
援

★
中
小
企
業
防
災
・
減
災
投

資
促
進
税
制

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
記
載
さ
れ
た
対

象
設
備
を
、
取
得
等
を
し
て

事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
に
、

特
別
償
却
��
％
（
令
和
７
年

４
月
１
日
以
後
に
取
得
等
を

す
る
対
象
設
備
は
特
別
償
却

16
％
）
の
税
制
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
第
11
条
の

３
及
び
第
44
条
の
２
）

　
も
の
づ
く
り
補
助
金
・
事

業
再
構
築
補
助
金
（
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
型
強
靭
化
枠
）・

Ｉ
Ｔ
補
助
金
（
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
推
進
枠
）
な
ど
の
補

助
金
の
審
査
に
お
い
て
加
点

の
対
象
と
な
る
た
め
、
採
択

率
が
上
が
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
す
る
こ
と
で
、
防
災
設
備

投
資
に
対
す
る
多
く
の
支
援

策
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
よ
り
コ
ス
ト
を
か

け
ず
に
防
災
対
策
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
起

こ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
状

況
で
も
近
年
は
起
こ
る
事
態

は
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
よ
り
被
害
を
防

ぐ
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
。
会
社
に
は
「
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
」
と
４

つ
の
経
営
資
源
が
あ
り
ま
す
。

不
測
の
事
態
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ら
を
守
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
会
社
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

再
度
見
直
す
機
会
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

事
業
継
続
力
強
化
計
画

認
定
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

※

１…

電
子
申
請
と
な
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

③
補
助
金
等
加
点
措
置

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（13）



総務部 人事課/融資審査課
川本知弘 課長からのコメント

総務部 人事課/融資審査課
川本知弘 課長からのコメント

組織において重要な経営資源である「人」
に関わる業務全般を行っています。
具体的には、「採用・雇用の管理」「組織配
置の企画」「評価制度の企画」「育成・能力
の開発」「制度・環境の整備」などの業務内
容を担い、職員が能力を発揮できる環境を
整え、職員一人ひとりが安心して働ける環境
を整備して参ります。

JAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらち 部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部署署署署署署署署署署署署署署署署署紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介 No.3No.3

総務部・監査室総務部・監査室

令和５年度

後列左から▶墓田真知子調査役、佐藤風夏、中川幹枝
前列左から▶川本知弘課長（☆）、鈴木親良部長、薄木康弘調査役（☆）

※☆は融資審査課 兼務

総務部 総務経理課
佐藤義幸 課長からのコメント

総務部 総務経理課
佐藤義幸 課長からのコメント

JAの事業計画・管理、経理事務、決算や財
産管理、コンピュータシステム管理などを行
っています。
また、個人情報管理やコンプライアンス・法
令順守に向けた取組みを行っています。
これまでのモノ・仕組みなどに対して新しい
技術や考え方を取り入れて、業務の効率化、
経営基盤の強化、組織基盤の強化を目指し
ます。
限りある人数ですが、みんなで頑張っています！！

後列左から▶亀島健吾、今西志織、麻生浩伸

前列左から▶梅村大輔主査、佐藤義幸課長

監査室
竹原優晴 室長からのコメント

監査室
竹原優晴 室長からのコメント

体制整備を進め組織の信頼を高めます。

左から▶竹原優晴室長、薄木康弘調査役

（14）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



新入職員紹介、フ

レッシュですね。ゆ

っくり仕事をおぼえ

て心を壊さないよう

お仕事をしてほしく

思います。

新入職員紹介、フ

レッシュですね。ゆ

っくり仕事をおぼえ

て心を壊さないよう

お仕事をしてほしく

思います。

今年は雪解けが早くゆっくり作業

ができるはずが、何とも忙しい。

雨が少なく夏が心配です・・・。

今年は雪解けが早くゆっくり作業

ができるはずが、何とも忙しい。

雨が少なく夏が心配です・・・。

新入職員の紹介があっ

た。色々な出来事があ

る時代、元気で目標に

向かい自分の思う仕事

に進んでほしい。

新入職員の紹介があっ

た。色々な出来事があ

る時代、元気で目標に

向かい自分の思う仕事

に進んでほしい。

メロン、スイカ、アスパラ

ガスの話題が出ていて嬉

しかったです。私も買いに

行きたくなります。

メロン、スイカ、アスパラ

ガスの話題が出ていて嬉

しかったです。私も買いに

行きたくなります。

૝ײΒΕͨίϝϯトΛ঺հʂಡऀͷͤدʹ߸݄̑ࢽใ޿ΒΕͨίϝϯトΛ঺հʂͤدʹ߸݄̑ࢽใ޿

20ページの4月俳句。

力作ぞろいで素晴らしい！

奥深いです。

20ページの4月俳句。

力作ぞろいで素晴らしい！

奥深いです。

今回、初めて読ま

せて頂きました。

楽しかったです。

すごくあたたかい

気分になりました。

今回、初めて読ま

せて頂きました。

楽しかったです。

すごくあたたかい

気分になりました。

亜
急
性
甲
状
腺
炎

た
か
は
し
内
科
消
化
器
内
科

院
長

高

橋

公

平

本
症
は
、
原
因
不
明
（
お
そ
ら
く
ウ
イ
ル
ス
感
染
）
の
甲
状
腺
炎
で
す
。
甲
状

腺
実
質
内
の
濾
胞
が
破
壊
さ
れ
、
内
部
に
蓄
え
ら
れ
て
い
た
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の

血
中
へ
の
流
入
に
よ
り
、
一
過
性
の
甲
状
腺
中
毒
症
状
を
呈
す
る
疾
患
で
す
が
、

予
後
は
良
好
で
す
。

30
か
ら
50
歳
代
の
女
性
に
好
発
し
、
し
ば
し
ば
上
気
道
炎
症
状
が
み
ら
れ
、
自

発
痛
と
圧
痛
を
伴
う
硬
い
甲
状
腺
腫
が
触
知
さ
れ
、痛
み
は
耳
ま
で
放
散
し
ま
す
。

症
状
は
、
38
度
以
上
の
高
熱
、
全
身
倦
怠
感
、
動
悸
、
多
汗
、
振
戦
、
体
重
減

少
な
ど
の
甲
状
腺
中
毒
症
状
（
過
剰
な
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
）
で
す
。
採
血

で
は
炎
症
反
応
の
亢
進
が
認
め
ら
れ
、
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
（
Ｆ
Ｔ
４
）
の
上
昇
、

甲
状
腺
重
ホ
ル
モ
ン
（
Ｔ
Ｓ
Ｈ
）
の
低
下
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

無
治
療
で
も
数
週
か
ら
数
か
月
で
自
然
治
癒
し
ま
す
が
、
軽
症
例
で
は
非
ス
テ

ロ
イ
ド
性
抗
炎
症
薬
、
炎
症
所
見
が
強
い
と
き
は
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
が
使
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
甲
状
腺
中
毒
症
状
を
お
さ
え
る
た
め
に
β
遮
断
薬
も
つ
か
い
ま

す
。上

気
道
炎
症
状
に
続
き
38
度
以
上
の
高
熱
、
全
身
倦
怠
感
と
と
も
に
前
頚
部
か

ら
耳
介
や
下
顎
に
放
散
す
る
疼
痛
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
最
寄
り
の
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（15）



金融共済部からのお知らせ

事務経費は国が負担しているため、払った保険料の全額が運用されます。

詳しくは… https://www.nounen.go.jp

またはお近くのJA窓口までお気軽にお問合せ下さい。
農業者年金基金

農業者の方は、
国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入し豊かな老後を！

知って得する農業者年金

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！
①年間６０日以上農業に従事し、国民年金第１号被保険者（保険料免除を除く。）である２０歳
以上６０歳未満の方、又は６０歳以上６５歳未満の国民年金の任意加入者が加入できます。

②農業者年金は積立方式・確定拠出型で少子高齢化時代に強い。

死亡一時金もあり安心
　８０歳前に死亡した場合には、８０歳までに受け取る農業者老齢年金の現在価値相当額を
一時金として受け取れます。※加入期間等により保険料の払込額を下回る場合があります。

ポイント

１

一定の要件を満たす方には保険料の
国庫補助（月額最大１万円）があります。
　認定農業者で青色申告の方や、その方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方
など、一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額２万円の保険料のうち最高
１万円、通算すると最大で２１６万円）があります。
この国庫補助は経営継承など一定の要件を満たせば将来特例付加年金として受給できます。
また、経営継承の時期について年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。

ポイント

2

生涯を通じて税制面で大きな優遇措置があります。
保険料は全額社会保険料控除の対象
●支払った保険料は家族分も含めて全額が社会保険料控除の対象。
●所得税・個人住民税・復興特別所得税が節税になります。
　（支払保険料の１５％～３０％程度が節税。）
●保険料の運用益が非課税　●将来受け取る農業者年金には公的年金等控除は適用されます。
●死亡一時金は非課税です。

ポイント

3

+"きたそらち
本　　所
ΠνϠϯ本所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL ������������
TEL ������������
TEL ������������
TEL ������������
TEL ������������

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL ������������
TEL ������������
TEL ������������
TEL ������������

安心の
終身年金
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経済部 燃料課からのお知らせ

ストーブ分解整備受付中
　長年使用しているストーブは、カーボン・スス・ホコリがたまり、燃焼効率の低
下や故障、不具合の原因となります。火が大きくならない、円筒ガラスが曇っている、
床暖の暖まりが悪いなど気になることがあれば、ストーブを使用しない時期に分解
整備をして安心の冬を迎えましょう。

★部品代は別途加算されます。

★お客様宅より取外してお預かりし、分解整備後にお届け試運転まで行います。

★上記にないタイプはお問合せをお願いします。

★ストーブ分解整備は３～４年に1回が目安です。

円筒ガラスの曇り、燃焼ポット内部のススを除去して燃焼効率ＵＰ！灯油の消費量も軽減！

ストーブ分解整備料金（一部抜粋）
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音江セルフ給油所
深川セルフ給油所
イチヤンセルフ給油所

（0164）25-2720
（0164）23-2456
（0164）22-1391

（0164）24-3311
（0164）27-2115
（0164）34-2541
（0165）35-2001

納内給油所
多度志給油所
北竜和給油所
幌加内給油所

ご依頼、お問合せは各地区の給油所までご連絡をお願いします。

※雨竜地区は北竜和給油所へご連絡をお願いします。
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

六月俳句六月俳句六月俳句

5月号の正解は
「コドモノヒ」でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれま
した。

深 川 市　　遠藤　順子　様
深 川 市　　宮田　美加 様
幌加内町　　中山　春江　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
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 アジア熱帯地方原産の、皮が
黄色または緑色で中身が白く
甘い果物
針のような葉をたくさんつけ
る常緑樹。○○・竹・梅
国の最高権 力者。君 主。「百
獣の○○」
昔、武芸を修め、軍事に携わ
った者。さむらい。もののふ。
二つのサイコロを振ったとき、
同じ目が出ること。
松の木の果実。松ぼっくり。
人の出入りする所。
魚を釣るのに用いる糸。
西洋の音楽。
数や量などが示した値よりも
下であること。
利子がつかないこと。無利息。
3.1415926…＝円周○○
細長い棒の先にとがった刃物
をつけた、昔の武器。
足を包み、厚い底のついたは
き物 
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ばけもの。「○○○屋敷」
板を円筒形に組み合わせて、底
を付けた器。「○○で水を汲む」
仏の彫刻・画像。
特にかわいがっている弟子。
女性が結婚して夫の家に入るこ
と。また、その儀式。
周囲の海水よりも水温の低い海
流。⇔暖流
石灰質の殻を持つ軟体生物の総
称。
チューインガムの略。
航空機の離陸と着陸。
論理的にねられた意見。主張。
湿り気が多く、じめじめした土
地。

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォーム・ハガキ・
ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を
記入の上ご応募下さい。
締切7月31日消印有効で当選者とクイズの答えは令和５年9月号に掲載します。
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６がつ  12にち　月ようび

音江保育園　バケツ稲レポート

5月23日に田植えをした稲がこんなに
大きくなりました！風にあおられない
ように、板で周りを囲いました♪今年
も大きく・美味しく育ちますように★

１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．固定資産の取得・修繕について
６．令和５年度固定資産現地確認の実施について
７．JA理事との利益相反取引実績について
８．反社会的勢力等との取引排除に係る定期確認結果
について

９．職員の人事及び業務事故について
10．JAにおけるマネロンガイドラインとのギャップ
分析の報告について

11．貸出金の貸付報告について
12．営農計画をベースとした中間進捗評価会の実施に
ついて

13．令和５年産米「生産の目安」の取組状況について
14．令和４年度　新規就農者受入対策助成金の支払い
実績について

15．令和５年度　主要農作物の生育概況（5月15日）
について

16．令和５年度　水稲病害虫防除推進方針について
17．令和５年産　輸出用米並びに加工用米の取り組
み状況について

18．令和４年産　規格外小麦最終精算について
19．令和４年産　屑大豆の精算について
20．令和５年度　畑作物試験研究計画について
21．令和５年度　種子馬鈴薯圃場検査について
22．令和５年産　小麦集荷に係る職員配置（案）に
ついて

23．畜産物の販売実績について
24．青果・花き集荷販売実績について
25．経済部事業実績について
26．令和5肥料年度　肥料価格について（プレスリ
リース他）

議案第１号　幌加内支所ライスセンター改修工事の入
札の実施について

議案第２号　職員の夏期手当の支給について
議案第３号　クミカン貸越極度額の変更について
議案第４号　理事に対する貸出承認について
議案第５号　債権の償却及び貸付金利息・遅延損害金

の減免について
議案第６号　令和５年産 米の取扱いについて

議案第７号　令和５年産「玄そば」の取り扱いにつ
いて

議案第８号　令和５年産農産物予約前渡金及び概算
金について

議案第９号　共同計算基本要領における重要事項の
決定について

提
出
議
案

１．道連合会常勤役員就任に伴うJAきたそらち役
員執行体制について

協
議
事
項

報

告

事

項

第６回理事会 〈令和5年6月1日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和5年5月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,226
105
5,500
272
875

当月末
26
0
27
0
19

脱退
2
3
50
1
1

加入
1,250
102
5,477
271
893

当期首

※今月の新風は休載いたします。
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金融共済部からのお知らせ
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本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024ＪＡきたそらちＪＡ共済
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